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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT

　　、Ψe，Information　Processirlg　Center　of　Kyushu　Institutεof　Technology．　are　successflll　hl

developirlg　the　graphic　disply　control　system・

　　The　development　i5　a§follows・
　｛．1｝　Production　of　the　micro　colllputer　・ith　INTEL－8⑪85　named　of　NCC－85　to　conllect　the

　　computer　disply　terrllinal　4104　with　OKITAC－4300　CPU．

｛2）・lmp，。v，ment。f　Pl。tt，r・・・…1・…ti…fOKITAC一捌O　CPU“・hi・h　t・・nsmit・th・・dd「ess

　　data　for　graphic　to　OKITAC－4300．
（31．Additi。n。f　th，　f。。，ti。町OKITAC－4300　t・an・mit・th・d・t・fm　OIくITAC－45°O　t°

　　NCC．85、nd　mem。，izes　it　i。［he　di，k　f・・h・・d・・P｝・and・・亡P・t・i・t・P・i・t・・’P1・tt・・by　the

　　comnland　if　necei遣aI’y7．
ωAdditi。n。f　the　f。∴、ti。1、；NCC－85・・ve・t・th・d・t・f・・m　OKITAC－・1300・・d・・tp・t・the

　　data　on　the　graphic　disply・by　g6⑪O　B／S　speed・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　漢字パターン・ファイル（筑波大学）が設置され・パー

1・はじめに　　　　・　　　ドウエア，ソフトウエアの醗を行なっている。

九州工業大学情報処理施設では，昭和52年度より画像　　　　今回はグラフィツク・コンピュータ・夕一ミナルをマ

聰システムの槻を行なって・・る．画像入出酷眠　イク。プ吐。サを紬してOKITAC－43・・CPUに接

してプリ別プ・・タ（バーサテ・ック）・グラフィ・続いYプ。。夕・・ント…・リレーチ・を改良し

字　1醐理システムとして漢割プレ。ト（躰電気L　したので報告する・
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表一2　キャラクタ・スペーシング
2．グラフィック・コンピュータ・夕一ミナル

　接続したグラフィック・コンピュータ・ターミナルは

ソニーテクトロニクス社製4田4型である白以下に主な仕　　　　　　74

様を説明する。詳しくはインストラクション・マニュア　　　　　81

ルを参照されたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　121

∵：籔臨小文字），数⊇コ　13317・7512・7il2』14・3

ントロ＿ル・キーがあり．ASCI“こ適合している。

　2．2．ディスプレイ・ユニット　　　　　　　　　　　　表示できる。キャラクタ・サイズは表1，スペ＿シング

　デイスプレイ■ユニ・ソトに使われているCRT｛Catho・　　は表2参照。

de　Ray　Tube）はパイステーブル・ストレージ型で，表　　　　2，3．　ターミナル・コントロールとキャラクタ・ジェ

示す筋データは，一度書き込めぱテレビ方式のCRTの　　　　　　　ネレータ

様に辛口り返し瞥き込みの必要がない。しかし，表示され　　　　この回路は・インタフェイスやキーボードからデータ

たデ＿タを一部だけ消去することはできず，一度に全部　　　を受け取り、適切なシーケンスに合わせるために同期を

のデータを消去しなけれぱならない。ディスプレイ・　　取る。データはコントロールやデータ・ソースでコント

ピ＿ムのアドレッシングは図一1に示す様に780（Y）x　　　ロールは文字表示やベクター表示のためのデータ発生・

102、1（X）の圧意の点がディスプレイの可視範囲である。　　　特別な機能（パック・スペース，ベル等）の実行・モー

なお．3120（Y｝x4096〔X）のアドレスとして表示す5　　　ド・コントロー一ル等である。また、ターミナルの状態を

離も持っている。、　　　　　　　示すデータや任意のXY軸の交点の座駈一タをゴン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　キャラクタ表示は，英大小数記号を・］種勇のサイズで　　　ピュータに送る。キャラクタ・ジェネレータは・アィス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プレイ・ユニットに弐示する文字のパターンも発生す

スペース・サイズ ライン・フィー・ド・問ズ

文宇／行
TEKポイント ％ TEK：ilイント ％～

74 14．0 5．0 22．o

81 ］2．75
　　　　　　　　　　　一
EL5　　20、75

8』

V．3

121 8．5 3．o 1325 4コ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．4．　インタフェース

　　　　　・X．780Y　lO23X，78・Y　　　　．数種類のイン〃エースが聴されてし’てコミニニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヶ＿シ。ンの酬さの度合によって決踊ことができ

㌫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　送受信データの転送速度は150，300，600，1200，24帆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぴ　　や　エひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4800，9600BPS（ビツト／秒）のいずれか一’つが・廼室

　　　　　゜X』Y　　l°23X・°Y　　　信別引、ユーザ叩べ・レで選択できる．今回齢したシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ステムは，送受信とも9600BPSに設定した・

　　　　トー一　　　 データの転送方式⇔イ・プレ・クスでデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ。一マ。トは図．2に示すようにジ」醜非剛崩

　図一1デ・スプレイ画面のアドレス　　（ASCII）である。

袈一1　キャラクタ・サイズとフォーマ・フト

文字／行1サイズ（％）i行ノページ 文宇／画而

一一P「〕4．1・・4．91　35　｛25go

8］13．7託4．4i　38 3n78

1　　　　　　　　　　i

121　　2」x2・91　58　　1　7018

撰　　沢　　法

ESC　9
1 ESC　：

】3・叶2．3・2．816・18512｜ ESC　；
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　　　　　　　　8品5」氾1’…づ言㌫蒜ユζ搭［悪1ヘ　　データの終了を待って、ドット・データに計算処理で変

　　　　　ぽエ．，．．＿口｝二：　キンロv）　換し，プリンタ／プ・ツタに勘する・

　　　　　　｛マーク）　　　じ右⊂ス1　　．．＿．己．、＿シ｝二，　　　3・3・OKIT」、C－4300磁気ディスク装置

‘1’脚：M酬恥⇒ C8f651：｛31 C・一…・…一．1…　記億容］∬4・8Mby・・嚥気デ・〃郷でシステム

　　　　　　　　ストズ川三’川－　㍊｝’一いピッ！⊥　　　　　　プログラム’漢字パターン・データ，ハード・コピー用

　　　　図＿2送受信データ・フォーマ。ト　　縢工1ノア等を劉してある・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：｛．4．　アダプタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OKITAC－45DO　CPU　とOKITAC－4300　CPUをバー
3・グラフ・・ク’ディスプレイコント゜一」レシス　ストパス．モードで接続する入勘錨である。

　　テム’　ドウエア傭成　　　　　3．5．。KITAC一馴

　今回開発したシステムのハードウエアは図一3に示す　　　メモリ32kwordのミニコンピュータで・FORTRAN・

装置を使用する。なお，グラフィック・ディスプレイ装　　　COBOL，アセンブラ等の言語処理をパッチ・モードで

置はOIくITAC－4300　CPUの送受信装置（TRC）に接続　　　行なっている。

の予定であったが，データの送受信方式が，TRCは文宇

同期式であるのに対し，グラフィック・ディスプレイ装

置は非同期式であるため接続できなかった。そこで，　　　　1三羨㍊一ダ

5DT－85（情報処理施設で開発した画像入力機摘を持っ

た簡易カラー・グラフィック・ターミナル）を　OKL　　　　テープ・1」一グ

TAC一娼00に接続されるために作成中であったマイク

Controller）に接続し，送受信の制御を行なわせることに

した。以下に各装置の機能を説明する。

　マイクロプロセ・ソサINTEL－8085を使用してお1〕，

　U｝グラフィック・ディスプレイ用インタ・一フェース

　　　　グラフィック・ディスプレイとシリアル非同期

　　　方式でデータの送受信を行なうことができる。

　　　　OKITA亡4300　CPUとプログラムモード・パ

　　　ス｛8ピ州パラ川でデー剛送受信を行　国一3グラフ，。ク．デ，スプレイ．システム

　　　なうことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撫器構成図

　｛31SDT三85用インターフェース

　　　　SDT－85と8ピ・ト・パラ川・データの送　4，グラフ，。ク・デ，スプ・イ・・ント・一ルウ

　　　受信を行なうことができる。　　　　　　　・　　　　　　　ステムのソフトウエアの構成

　：1．2．　OKITAC－4300　CPし1

・モ　161Cw。，dのミニコンピ。一夕で，グラフ・・　グラフ…夕・デ・スプレイ■ト゜一いシステ

クづ，，プ。イ．。ント。一，いシステムでは，Olq・ムのソ・トウ訂｛±3台の計聯のブ醇ラム舗1漣

TAC－4500　CPU」：リアダプタ経由で縫さ」・たデータ　オ1ている．　OKITAC－4500　CPUに｛±・デラフィツか

を受1卵・）NCC．85へ縫する．また，、一ド・・ピー処　デ・スブ・イ1・赫するXY醒・Dアドお長1データ

理で蝿離一タを融デ，ス，装｛i丑に記麟せ漣標　を湘しOKITAC－430⑪CPU　I・転送するプ゜グラ！’・
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OKITAC－4300　CPUにはOIくITAC－45⑪O　CPUから受　　　ステム解説漠を調ぺた結果，　XYプロッタを実際に動作

け取ったアドレス・データをNCC－85に転送するとと　　　させているのはCONECTサプルーチンであることが

もに，OKITAC－4300磁気ディスク装置に格納する。　　　　わかった。しかしCONECTサプルーチンはメーカーよ

　グラフィック・ディスプレイの表示が終ると，磁気　　　リオプジェクト・モジュールで提供されているため，昭

ディスク装置に格納されているアドレス・データを計算　　　和51年度の卒論（文献（3｝）により完成している，逆アセ

処理してプリンタノプロッタにハード・コピーを出力す　　　ンプラでリストを作り解析した。その結果次の事がわ

る。NCC－85にはOKITAC－4300　CPUから受け取った　　　　かった。

アドレスデ＿タ（バイナリ形式）をグラフィック・ディ　　　　｛1）CONECTサブルーチンはPSTART，　pEND，

スプレイ装｛i∫1に出力できる形式（キャラクタ形式）に変　　　　　PLOT，　PENDWNI　PENUP，　WHEREサプル＿

換して出力し，グラフィック・ディスプレイに表示させ　　　　　　チンの補助サブルーチンである。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　XY　プロッタを動作させているのはCONECT

　グラフィック・ディスプレイ・コントロール・システ　　　　　　サブルーチンのPLOT，　PENDWN，　PENUP部

ムのデータの流れを図一4に示す。　　　　　　　　　　　　　　　分である。

　4」．　OKITAC－450｛｝用ソフトウエア　　　　　　　　　　〔3）XYプロッタの移動方向は8方向で0．1nlm格子

　OKITAC－4500用ソフトウエアの開発について述べ　　　　　　上を移動する。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）　1つの動｛乍コードは1パイトで形成され，動作

　4．1．1．プロッタ・コントロール・システム・サブ　　　　　コードがスタックに10G鰯たまるとXYプロッタ

　　　　　ルーチンCONECTの解析　　　　　　　　　　　　　に出力命令が出される。スタックにためずに1掴

　グラフィック・ディスプレイ・システムの作成にあた　　　　　ずつ出力命令を出すと動作速度が遅くなるためで

り，XYプロッタのコントロー一ル・システムを参考にし　　　　　　ある。

た。そこで文献②に示したプロッタ・コントロール・シ　　　（5｝XYプロッタの座標（エ，　y｝を（θ，占）に昏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　動する場合には，まずプログラム上において座標

　　　　　　　　　　　　　一’　　　　　　　　（θ，占）に移動され，続いて剛乍コードが蛾

OKITAC－4500

アダプタ

アドレス・データ

　　（ノfイナリ〕

　　　，’．．．．．　芦

　　亨マパターン

デi三

イ気
ス

ク

　　されてスタックにためられ，100個たまる毎にXY

　　プロッタに出力命令が出され，XYプロツタの座

　　標　（σ，　b）に移動する。したがって，移動命令

　　とXYプロッタの移動は同期してない・

｛6）CONECTサブ・・一チンのPLOT部がXY麟

ア『語㌃夕　　　の醐難を与えられると｛5剛理を行なう・

　　　　　　　　　　　　　　　（7｝CONECTサブルーチンのPENDWN・PENUP

データ

OI｛ITAC－4300

パタ ｾ元ご　　　部はそれぞれP・・D。wnコード・P・・UPド

．，9。／　　CONECTサブ、、一チンの漸によ1〕，　PLOT・PEN’
i　　　　　　　　を生成する。

｛ドット］ Pフ：謬プ゜ツク　DWN，　PENUP部纐・追加すればプ・ツタ’コント

（，，イ判）　　　。→レ．システムにグラフィ。ク・ディス九イ’コン

Ncc一茄 @　　　　ト。一ル．システムを追加すること剛能とな・た・な

一　　　　　　　　　　　　　　標亭与えるだけで直線を引くのでXYプ

1アド・スニデータ　　おグラフ・・ク・デ・スプレイは始点と終点のxY塵
（キャブ矧 @　　　’　　　　　　　・四タのよう

　　　　　　　　　ダプフィッぐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

　　　　　　　　　デイ兄プレ’f　　　　　　　　　　　　　に動作コードを生成する必要がない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肚でC。NECTサブ，』チンの締1ま騨が・変

図一4
囑ｶゴフ＝イ・コント・一ルξ慧麟蒜瓢1㌫
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ついては文献〔4）のXYプロッタのペン位置自動初期設定　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N岳地
を行なうための改良を参照。

　4．12．CONECTサプルーチンの改良　　　　　　　　　　　　N＋1帝地

　XYプロッタ・コントロール・システム用のCONE－
CTサブルーチンをグラフ，。ク・デ、スプレイ．。ン　　N＋2剛

トロール・システムと兼用にするため，どちらのシステ　　　　　　　N÷3孟地

ムが動作しているかを識別するためのフラグをCONE・

CTサプルーチン中に設ける。フラグはPSTARTサブ

ルーチン｛プロッタ・コントロール・システムをイニシ

ヤライズする）かGSTARTサブルーチン（グラフィッ

ク・ディスプレイ・コントロール・システムをイニシヤ

ライズする）がコールされたときにセットされる。以下　　　　　　　N＋25．1番地

に項目を上げて述べることはすべてグラフィックにフラ

グが切トされているときの処理である。　　　　w55番地

　〔1〕PLOT部の改良

XY醐相対位置変位（1／1・…1単位〕蝿酬　　図一6竺㌶ロタ郷タッフ

標に加えて得られた新絶対座標を現絶対座標として記憶

する。

　グラフィック・ディスプレイに作図できるXY座標　　　フィック・ディスプレイに表示するとともにハード・コ

の範囲を3072｛Y）×4096（X）として，現絶対座標｛1／　　　ピーを取るために麗気ディスクに格納しておく必要があ

100cm単位）をグラフィック・ディスプレイのアドレ　　　るのでスタックの大ききを256ワード｛磁気ディスク装

ス・データに変換する。グラフィック・ディスプレイの　　　置の1セクタ分）とした。図一6参照。

1点問の距離は0．009cmとなる。変換式は，　　　　　　　　4」．1］．　PENUP，　PENDWN部の改良

　アドレス・データ＝現絶対座標（1／100cm単位〕÷　　　　現絶対座標のアドレス・データに新ベン状態を付加し

0．009（cm）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たアドレス・データをスタックに格納する。スタックが

となリアド1／ス・デー一タの変換誤差を小さくするために　　　フルになった場合の処理はPLOT部と同じ処理をす

四捨五入を行なう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る゜

　このようにして得られたアドレス・データにペンの状　　　　4」．4．GSTART部の追加

態（Pon　UpかPen　Downか）を付加する。アドレス・　　　　グラアィック・ディスプレイ・コントロール’システ

データのフォ＿マットを図．5に示す。　　　　　　　　　　ムのイニシヤライズを行なうとともに・フラダを七ット

　このアドレス・データはスタックに格納され，128座　　　する。

信分のデータがたまるとOKITAC－4300　CPUにPRD・　　　』」．5．　GEM｝部の追加

LDBサブルーチンで転送する。128座標のスタックは　　　　アドレス・データ用スタックにデータが格納されて

256ワード（512バイト）であり，これは磁気ディスク装　　　残っていれば，スタックの最後の2ワードにデータがフ

置の1セクタ分に相当する。アドレス・データはグラ　　　ルでないというコントロールとしてTFFF’とアドレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス．デ＿一タの個数を枯納し，OKITAC－430⑪CPUに転　　’

　　　　　　N孟地　　　　　　　N÷1箭地　　　　　　　　送する。図一7参照。

　　i’・・ioooooooooooo・…　；oooooooooooo　　　　　OKITAC－4300磁気ディスク装1『｛にアドレス゜アー－

瓢迦三霊　　仲灘，〕　　タを何セクタ迦トしたかを・ミ・二ヶ一シ・ン・エ

日こ1：『㍊8WN）　　　　　　；遼㌶i㍍言翫ご二1∴手1：竪二

　　　図一5　アドレス・データ・フォーマット　　　　　　　　照。

Y｛1〕

Xω

Y｛2）

x②

Y（128〕

X（128）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダプタ経由でデータの送受を行なうための　OKITAC－

　　　　　N雷地　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1500側のサフ’ルーチンであ1），昭和52年度に開発された

　　　　N＋1剛　　　　　　　i障画齢報処理システムの一部である・PRPLDBサ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プルーチンの動i乍は次の3つがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1）OKITAC－4300にデータを転送するだけで肋作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を終了する。非同期転送。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝OKITAC－430⑪にデータを転送してウエイとし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OKITAC－4300よワコン1・ロールカ｛送られてき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たら動1乍を終了する。同期転送。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛3｝OKITAC－4300にデータを転送してウエイトし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OKITAC－4300　よリコントロールが送られてき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たらOKITA、C－4300よ1〕出力されるデータを読込
　　　N÷254i治1也
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み，もう一度コントロールが送られてきたら動作

　　　N＋25謡地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を終了する。同期転送読込。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上がPRPLDBサブルーチンの概要であるが・詳紹

　　　輌駆姦：㌫タ㌶夕’ソク　　について幽㈱酬鯉システムの川ウエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アの開発を参照されたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OKITAC－4500とOKITAC－4300とのデータ転送は

　　　　　　　　ディ”’；識「W　　　PRPLDB棚用する。
　　　　アドレ式　　　　　　　　　グラフィック・データ・　　　　　　　　　4」．7．GSTARTサプルーチン

　　　　　　　゜七”’カゥ”　　　　　CONECTサカレーチンをXYプ・・夕…ト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロール．システムとブラフィック・ディスプレけf書コン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トロ＿ルシステムの兼用サブルーチンとするために・て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐噸えを行なうサ九一チンカ・必要とな・た・xY

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ。。夕を使用す鶴台はPSTARTサブルーチンを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。一，レし，グラフ，。ク・デ・スプレイを使用する飴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1まGSTARTを・一・レするよう1こGSTARTサブ’レ→

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チンを作成した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．1．S．　GENDサプルーチン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　XYプ。。タ．。ント・→・・システムに‡・いては・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PSTART、こ対しPEND剛rじさているのでGS’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TART・こ対してGENDサブ・一チンを｛乍成した・、

　　　　　　　，5，　　　　　　　　GENDサ九一チンは，グラフ・・クげイスフレ
　　　図一8コ，ニユニケーシ。ン．エリア　イ・・ント・一・レ・システ鋤と繍する輌

　　　　　　　　（OI｛ITAC－41蜘テ’イスク）　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42．Ol｛ITAc瑚oo用ソフトウエア　　、、

GENDサブ，、一チ。のパーによい一ド．・　・KITAC－43・・用川ウエアの1｝‖発｛・つい酬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ

1ご鷲漂驚；㌻1㌫＝㌔．・K肥・C－13・嶋酬理システムの椋

の齢漂；＝。CPU＿ぎ㌔漂慧ll；III　i

Ym

xω

Y（」～｝

也也地

x（’r）

ア　　キ

FFFF（16｝

地 データ数ω’
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4500とデータの送受を行なうアダプタ・トラップ・　　ド・コピーをとるためのハードウエアおよびゾフトウエ

ル＿チンがある。なお詳細は文献｛5｝の“漢字情報処理シ　　　アについて述ぺる。

ステムのソフトウエアの開発㍗“プリンタ∫プロッタ・　　　4自・・Ll・プリンタノプロッタ

コントロール・システムの開発（OKITAC－4300）〃を参　　　　プリンタ／プロッタ（XEROX　社製　VERSATEC一

照さ識い。　　　　　　　　　1200A）はCPUからの齢によ｝）・ラインプ1」”とし
　グラフィック・ディスプレイ・コントロールシステム　　　て英数記号を印字し・またドットプリンタとしてバイ＋

のOKITAC－4300用ソフトウエアはこの漢字画像情報　　　リ・データを印刷することができる・現在漢字情報処理

処理システムに組み込むことになる。　　　　　　　　　　　システムの出力装1置［として使用されている。このプリン

4．2．2．1∫o処理ルーチン　　　　　　升プ・ッタにグラフイツク・市スプレイのノ’一ド’

　OKITAC－4500のPRPLDBサプルーチンにより送　　　コピーを出力させることにした。プリンタ／プロッタの

られてくるコントロール・コードに従って，OKITAC一　　プロット機能を以下に示す占

4300の］∫0処理を行なう。1∫O処理ルーチンは，PRPL　　　　　プロット蘭　　：268ユ44　mm

タスクに屈し，セグメント104500として組み込んだ。　　　　　1行ド・ソト数　：2112個

OKITAC－4500から受け取ったデータをNCC－85に転送　　　　　ドット問隔　　：⑪・127　mm

するのは，このVO処理ルーチンである。以下に追加し　　　　　紙送り間隔　　10」27　mm

たコントロール・コードとその処理について簡単に説明　　　　　ドット直径　　：0．1524n1而

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プリンタ／プロ・ソタの機能の詳細については文献｛5｝の

　コントロール　　　　　処　　理　　　　　　　　　　　　“漢字情報処理システムの開発”および文献（7〕の”漢宇

　　コード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報処理システムの開発rを参照されたい。

　　　12　　1ETの紙テープ・パンチ。　　　　　　　　　4．2．．L　2．　ハード・コピー用ドット・マトリックス

　　　13　　：アドレス・データのNCC－S5への転送　　　プリン〃プロッタの1行ドット註は2112個であり、

　　　　　　及びディスクへの格納。　　　　　　　　　グラフィック・ディスプレイのアドレス・データは

　　　14　　：ユーティリティ・プロダラムをディス

　　　　　　　クからロードし、実行する。　　　　　　　　　　ロジヵル　　　　　　　　　　　　ディシマル

　　　15　　：ディスク固定パックへのWRITE。　　　　　　　アドレス　　　　　　　　　　　アドレス

　　　16　　：NCC－85へのデータ転送。

　　　23、デ、スク固定パ。勤・らのREAD。　　　C°

　42．3．NCC－S5用1／O処理のマクロの組み込み

　OKITAC－4300システムには，1／0処理を行なうサブ　　　　　　140

ルーチン形式のマクロが作成されている。この1／0マク

ロはプ1」ンタ／プロッタとNCC－85以外の入出力装置を

動作させることができ．プリンタノブロッタは．漢字画像　　　　　　　440

情報処理システユ、に組み込まれている。従って今回開発　　　　　　　　500

芒れたNCC吊5のUO処理だけがシステムに組み込ま

孔ていないので1／Oマクロとして新しく組み込んだ。な

おNCC－S5用レ0マクロを組み込むためにセグメント

SEGユのUCB（ユニッ1、．コン1、ロ＿ル・プロッ：；・）に

定筏し，プログラムモ＿ド．バスの1／0処理ルーチンに　　　　　　　12BC

追鞭行な・た．｛NCC－851刊の1／・命令・）醐⊇　　 ；il：

分一殻的でなかったためで麟。

　‘L2．4．ハード・コピー処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一9　｛爪ITA℃’4：｛冊

　グラ・仰ク．デ，スプレイに蛎引1剛脚・・一　　　　デ・スクワ・・クスド’くック

ディスク・エラー用
@　　代替エリア

システム・エリア

0192320　0

福P40440

ア　　キ

ハード・コピー用エリア

アドレス・データ格納エリア

108

P28500

QBC

QBE

ア　　キ

コミュニケーション・エリア

2BD システム・テープル

ブート・ストラップ



2？1〕

3072（Y国096｛X）であるので，プリンタノブ・・醐　　　．　　（16ピ州

行方行にはX軸もY輻も対応させることができない。そ

こでグラフィック・ディスプレイのX輻Y軸をそれぞれ
2醐して，1536（Y）。2048（X）の座標としてX虻プ　1ラィン

リンタノプロッタの行方行に対応させた。プリンタノブ

。。夕のハ＿ド・ゴピー用ドツト・マド」。クス檀　　1セ”

－10に示す。1ド・ソ｝・のON，　OFFを］ピットに記樋：きせ　　　　ディスク

れば，ドット・マトリックスは1536（Y）x2048〔X）であ

るから3．145．72Bピット＝196．608ワード必要となる。し　　　　　　0

かしOlqTAC－4300　CPUはメモリが16Kワードしかな　　　　　　　　］

いため，このエリアを磁気ディスク装置の固定パック上

に768セクタとった。OlqTAC－4300｛譲気ディスク装置　　　　　　765

固定パックのMAPを図一9に示す。　　　　　　　　　　　　　　766

　　T

］536ドット

　　⊥

；罵にコ

」．dld；・・・・・　…　　トい　・・己・・

128ワード（2〔｝・偲ビ・ント）

255ワード

ワード

Pライン

Pセクタ

ｵクタ

@　　o

@　　］

ラインN十1 ラインN

76呂七クク（1536ライン）

1535，153・1ライン

1533，1532ライン

一　．

Aイスク

@　765

@　766

@　767

：

5，」　ライン

3．2　ライン

1．0　ライン

d2047

図一Uハード・コピー用ディスク・エ1ノアの構成

1535～］512ライン

1511～1・188ライン

23～0ライン

48ライン
　ロ　
24七クタ
　　　
1ブロック

768セクタ＝32プロツク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一工2　ハード・コピー用
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスク・エリアのブロック

　　図一10　ハード・コピー用プリンタ／プロック

　　　　　　ドット’マトllックス　　　。一ドしたILストアしたりす細のワーク・エリア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁ける必要がある．註，・……ピーの計剛

42・4・3・ F㍑＝忽1二ぼ二1㍑；：三：鞍『撫㌃1巖璽1田㌫議ll

ブリ㌫クのド。ト．マト＿とデ，ス：㌶1漂㌫ll；；：顯

＝㌶惣瓢ように
∵。㌘ll∵：二∴：i㌶鷲ii；㌻㌶
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、L2、4．5．　ハードiコピー処理ルーチン

ハ＿ド・コピー処理ルーチンは，ハード・コピー・エ

リアという仮想平面上に，XYプロッタと同じく’動作

コ＿ドを発生させながらプロットしていき，図形パター

　　　　　＼軋　　‘

ゴ②　o，，　　f∫1∫③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尽占ξ、元④・陶ク

ンができあがったらプリンタ／プロッタに出力するもの　　　＾

である．動作・一ド発生・レーチンは，・KITAC－4500の，／♂　・

プ・〃・・ント・一・レ・システムのCONECTサブ　。X＿→

ル＿チンを参考にし，OKITAC－4300のアセンブラに書

き換詰。　　　　　　　　　　　　図一13直線例
　ハード・コピー処理ルーチンは2つの方法を試みたの

で以下に説明する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　走宜しなければならないので，全図形パ’ターンを作成す

　田各々の直線を順序どおりに描いていく方法　　　　　るには32回アドレス・データ・エリアを走査しなくては

　ペン・ダゥンで動1乍する直線の始点と終点をアドレス　　　ならない。しかしハード・コピー・エリアにシーケン

デ＿タ中から見い出し，プロットする点の属するパー　　シャルに図形パターンを格納できるので，二般図形！ア

ド・コピー・エリアをブロック毎にロードし，図形パ　　　ドレス・データが多い）の場合にはU）の方法より処理速

ターンを作成していく。　　　　　　　　　　　　　．　　　　度が連くなる。実測では平均10倍程度処理速度が運かっ

　この方法はアドレス・データ・エリアの走査は1回で　　　た。

図形パターンは完成するが，ハード・コピー・エリアを　　　　4．3．NCC－S5ソフトウエア

ランダムにロ＿ド・ストアしなければならないので，図　　　　NCC－85のソフトウエアには，　OKITAC－43⑪0との

形パターンを作成する時間は，ほとんどがハード・コ　　データの送受，SDT－85とのデータの送受を行なうソ

ピー・エリアのロード・ストアの時間となった。　　　　　フトウエアも含まれているが．ここではグラフィック・

　｛2｝ハード・コピー・エリアのブロック毎に図形パ　　　ディスプレイ・コントロー一ルシステムのために1乍成した

　　　ターンを完成させていく方法　　　　　アド以ぽ一タ出力ルーチンーント゜一・いデータ

　図形パターンを作成するプロックに関するアドレス・　　出力ルーチン，キャラクタ・データ出力ルーチンを説明

データをアドレス・データ・エリアから走査してきてプ　　　する。

・，ける。　　　　　　　　　　アド・ス・デー拙加一チ｝まOl｛1TAC－4300よ1，
　プロット方法について説明する。図一13参照。　　　　　　受け取ったアドレス・データをグラフィック’コン

　①：始点も終点もプロット・エリア・ブロック内にあ　　　ピュータ’ターミナル用のアドレス’デーダに変換しグ

る場合，始点から終点まで直線を引く。　　　　　　　　　　ラフィック・モードで出力を行なうものである・

　②，③1始点か終点のどちらかだけがプロット・エリ　　　図一5のアドレス・データのYアドレスをペンの状態

アヴ・ック内にある給プ。ツト・エリア・ブ・ッ　と麟に分ける。アドレス・データはOKITAC－‘1500で

ク内にある点から外にある点に向かって直線を引く．②　　　3n72（Y｝x4095〔X｝として計算されているが・グラ

はcからdまで，③は9からfまで。　　　　　　　　　フィック・ディスプレイで表示してみると・76S（Y）x

　④・⑤：直線がプロット・エリア・ブロックを横切る　　］024（X｝の表現と差が見られないので，768（Y）XlO24

場合（始点も終点もプロット．エリア・ブロック内にな　　　｛X）でグラフィック・ディスプレ・イに出力することに

い）、プ・。ト．エリァ．プ。ックに近い方の鰍ら直　した．ア’ド1・ス・データの変撞戯3鯵照・

線を引く。④はkからiまで，⑤はoからmまで。　　　　　ペンの状態は・ペンUPの場合だけGSコード（グラ

　⑥1⑦：始点もプロッ1、，エリア．ブロック外であり，　　フィック・ディスプレイをグラフィック・モードにする

プ叫・エリアヴ。。クを醜で朴1切ら細胎は　・ント・一ル・・一ド〕をアドレス白データ拙力する

何もしない。　　，　　　　　　前咄力する・図一16参照・
こ醐法は1プ。。ト．エリアヴ。。クの聯パ　・ント・一…デー畑プ］・レーチン1ま・OKITAC“

夕一ンを倣するのにアドレス学一タ．エリアを1回　4300より送・うれて詰・ント・一ルげ一蛇コント
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表・一’3　ペクタ・アドレス・データ・ストリング　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、

7ピットASCIIキ・、一ラクタ

　　　　　　　　　i　　　　　　　一
o　イ　ト　名　　　　TAGピット アドレス・ピット

7 6 51・ 3　　　　2
］

High　Order　Y（HIY）
〔｝ 1 Y：アドレ・スの5AISB

L⑪wOrder　Y（LOY〕 1 1 Yアドレスの5インタメディエイト・ピット

High・・d・・X（HIX）1・i1 Xアドレ．スの5MSB

L。w・・d・・X〔L・X－ll・｝Xア…の・・…デ・r・ビ・・

LOX

Hlx

LOY

HIX

　　　　　　　　　　　　また，画面に合わない図形（大きすぎる，小さすぎる｝

LOX @　　　の為に図形錨の座離謬る・1・ACTOR・’も願し

　　　　　　　　　　　　てある。従って、図形処理の結果を表示する出力装置の

HIX　　　　　　　　　指定をグラフィック・ディスプレイとXYプロッタに

　　　　　　　　　　　　簡単に変更できる。但し，次の点に注意して使用された

　　　　　　　　　　　　　　　　LOY　　　　　　　　　　　し㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　1つのジョブでは，XYプロッタかグラフィック

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスプレイのどちらか1つしか使用できない、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｝図形の表示範囲が，XYプロツタは25cm　IYI　x

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50cm（X）であるのに対し，ダラフィック・ディ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スプレイは27、6cm（Y）×36．8cm（X｝である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）グラフィック・ディスプレイに表示された図形の

　　　　『：蒜㌃　；｝フ1㌫誌　　　・・一ド・コピーをとることができるのは・”G

　　　　　　の場台　　　　　　の均台　　　　　　　　　　　　END”サブルーチンがCALLされた時である。

一‡言賠言㌻夕・　㍑r㌶㌫隠：駕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピーはとれない。

。＿、レ．キ．ラクタとして，グラフィ。ク・デ，スプレ　ωハード・・ピーの表示範囲は・グラフィック’ア

イ咄力する。　　　　　　　　イがレイの表示範囲のxY軸の長さを…購
　キョ，ラクタ．デ＿タ出力ルーチンは，OKITAC－4300　　　　　　した19・4cm（Y）x26・Oclコ1（X）である・

より送られてきたキ．ラクタ．デー・をア・・フ。・モー　　したが弧一一ド・・ピーを雲寸で出力した

ドでグラフ，。ク．デ，・プ・イ咄力して撒記号を　　い踏は古座標を約1捌吾したものを竺

薗面｛：2ミ示すろ．　　　　　　　　トさせれ頗い．これは‘’FACT・R”ルーチン1一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より簡単に行なえる。

5・グラフィ・ク・ディスプレイ1コント゜一ル’シ　　例ICALLGSTART

　　　ステムの使用方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CALL　FACTOR（L42D

奉ステムはプ・。夕’ E・ント・一ル・シス私との　　　プ・グラム

礁髄髄して設計雛してある・すなわち・XYプ　6．お酬二
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ピードで表示できるようになった。今後はインタラク　　　　　　　　　　　参考文献

ティブに会孟処理できろシステムの閾発を行なう予定で　　　川’でンストラクション’マニニア」いゲラソィッ股’コン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピニータ・夕一ミ十ル40】」型声ソニー・テクトこ」ニク兄梓式会
ふ　ぐ

のつロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I－」‘

　　　　　　　　　謝辞　　　㍗悉饗．プ゜ヅク’　ト　巳’治閤’1：”沖

粒・テムの醗き細端戊陸だいたソニー　3欝渡辺“髄理已設卵ム卵足：［燃1襯

テクトロニクス株式会社福岡営業所の高原澄雄氏に深く　　　川青山．松頂．中村“XYプロッタ臼・・こン位置自肋祖1匡1誰定を行

感劉ます・ @　　　　　墓㌶樵ilぎ蕊口瓢；；端鰍訓31
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51廿ri1「琶字llI員1ミ処理シλテムのソアi・ウ．二丁’の閂発”）L：E吉享

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自i沼和53年2月25口．

回＿15　ハードコビー出力例（実物大）
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写真一1　グラフィック・ディスプレイ表示例



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　275

・i欝慧鑓｛6k認；1綴㌶㌫㌫　けラフイ。ク．デ，スプレ但ント・一ルウ

南．3719？8年9嵐　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ステム・サブルーチンの仕様

〒）中村，安永，竹中、職矢鵬1中山、楳川，野田、吉田゜謹字

情報処理システムの聞亮r九工大研究輻告（工学〕No・361978　　　　　2．　1．　GSTART

年3月・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1〕目的

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラフィック・ディスプレイ・コントロール・システ

∵、　’　　　　　付．　　録　　　　　　　　　　　　ムをイニシャライズする。

L。KITAC－13noのMC－S5．・・対するデ・・イスア　グラフ・・ク’ディスプレイ画面rすみを原罐

　　　ドレス及びシステム入出加ク・のパラメータ　標系および現在融の原点とアる・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（II）FORTRANコー・リンク・シーケンス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω　CALL　GSTART（PLABEL）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛口〕CALL　GSTART（0〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’寸　CALL　GSTART

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［⇒　CALL　GSTART（1｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔イXロX’寸はすべて同じ意味であり，PPOPENサプルー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チンをCALLする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁｝はPPOPENサブルーチンをCALLしない。．従っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，このステートメント以前にPPOPENサプルーチン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がCALLされていなければキャンーヒルされる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛川）アーギュメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PLABEL：PSTARTサブルーチンと互漠性をもた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せるためのパラメータであり亨倍粗度実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数型で0．0を指定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛W）補助ルーチン

　　　　　図一1∵野：∵ラムバス’　　C・NECT．　PL・T，　PRPLDB・N・CALL

1〕VA P 几＝0 ノ「。こ1

凸 EREAK　FLAG
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注l　READ系のみ有効でX4
の指示によってENDで舗がそれ1戊前に

LFコ＿ド〔OA（16））が来たらENI）になる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

図＿17　NC（：L85システム入出力マクロのパラメータ
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｛V）注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛II）FORTRANコーリング・シーケンス

　（1）　口IDにおいてPPOPENサプルーチンを自動的　　　　　　CALL　CONCT（IDXJDY，［M，CODE｝

　　　にCALLされてよいかどうかで，（吋か［⇒を使用す　　　　（HDアーギュメント

　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IDX　l整数型

回　GSTART時に現座標系は原始座標系に一致して　　　　　　　IDY：整数型

　　　いる。しかし次の点で両者は異なる。　　　　　　　　　　　　　IM＝2，5戊8のときに意味をもっ。

　　　　原始座標系はグラフィック・ディスプレイ画面　　　　　　　　IM＝2新しい座標点への増分量をUNIT

　　　の左下すみを原点とし，この座標系は保持される。　　　　　　　　　　　STEP単位であらわした数値。

　　　　原始座標系に関してPLOT可能な範囲は，　　　　　　　　　IM＝5原始座標系においてペンの現在点

　　　　　　0』≦X≦36．855cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　から使用されたX軸最大値とY＝0

　　　　　　0．0≦Y≦27．639cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　への各軸の増分量をUNIT　STEP

　　　　現座標系はGSTART時は原始座標系に一致　　　　　　　一　　　単位であらわした数値。

　　　して設定されるが，GSTART～GEND問で自由　　　　　1・．IMゴ71DXが0のときPPOPENをCALL

　　　に設定場所の変更が可能である。変更の許される　　　　　　・　・一・・’一一一し「1のときはCALLしない，　IDY

　　　エリアは原始座標系の0』≦X≦36．855，0』　　　　　　　　　　　　は使用しない。

　　　≦Y≦27．639の範囲である。　　　　　　　　　　　　　　　IM＝8　1DXが0か2のときPPCLSE　Iを

　2．2　GEND　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CALLし，1か3のときはCALL

（1）目的　　　　　　　　　　　　　　しない．款IDXが0カ’1のとき
　グラフィック・ディスプレイ・コントロールシステム　　　　　　　　　　　ハードコピーを出力し，2か3のと

のあと始宋をする。また表示図形のハードコピーをとる。　　　　　　　　　　　き出力しない。IDYは使用しない。

（ID　FORTRAN　コーリング・シーケンス　　　　　　　　　　　　　IM：　（i整数型）

　　｛イ｝CALL　GEND（0）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　1＝PSTARTを補助するときのパラメー

　　（ロ）　CALL　GEND　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

　　（吋　CALL　GEND〔1〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2＝PLOTを補助するときのパラメータ

　　ロCALL　GEND（2）　　　　　、　　3－PENUPを†醐するときのパラメータ
　　｛ホlCALL　GEND〔3）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4＝PENDWNを摘助するときのパラメー

　（イX司は同じ意味である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

（イ鯛はPPCLSEサプルーチンをCALLする力梱　　　5＝WHERE，　PENDを醐するときの’｛

㈱はCALLしない。従って，｛ポ吋の場合はこのステート　　　　　　　　　　　ラメータ

メント以降にPPCLSEサブ・レーチンがCALLされな．　　6ニPENDを欄するときのパラメータ

ければならない。　　　　　　　　　　7＝GSTARTを酬するときのパラメー
　（イXロH吋は，表示図形のハードコピーを出力するが，⇔　　　一　　　　　　　　タ

蹴出力しない。　　　　　　　　　8－GENDを醐するときのパラメータ
｛III胤助ルーチン　　　　　…　　IM＝5のとき，ペンの瀧は1青川こ出力さ

　　　　　CONECT，　PENUP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れる。

（P）注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CODE　l（倍精度実数型）　　　　　　、

　　　必ずGSTARTξペァ1、なっていなけオ、ばなら　　IM＝］のときの意味をもちPsTAR1の

ない．　　　、　　’一’　　　アーギュ〃トPLABEL対応す
　2．　：玉．　CONECT　　　　．　一　　　　　　　　　　　　　　．　、　　　　　　　る白

　（1）　目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　2．　4　　FACTOR

サ鷲：念≧：；懸IRT，　GEND＝大一函に微るよう1・XYプ・・
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タ・コントロール・システム及びグラフィック・ディス　　　　　取り出す。

プレイ・コン1・ロール・『システムに追加した。　　．・・　　　　（吋　X＝2』，Y＝ファクター（実数型D，，　IPEN＝0

（ID　FORTRANコーリング・シニケンス　　　　　　　　　　　PLOTサプルーヂン内にファクター．を設定す

　　CALL　FACTOR｛F）　．　　1”　　　　　．　　　　　　　　　る。

（111〕アーギュメント　　　　　　　　　　　　　　　　　3．旧PLOTサプルーチンは名前をPLOT45』に変更し

　　　Fl（実故’型）PLOTサブルーチン内にファク　　　　た。

　　　　　　　　　　ターを定義するためのパラメータ　　　4．（Il｝のFORTRANコーリング・シーケシスを以下

（w｝捕助ルーチン　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　に示すものは同じことを意味する。

　，．PLOT　　　　　　　　．　　　　　　　　　　、・　　　　　　　　　CALL　PLOT　（X＊　（フ7・クター｝，’Y＊，（フアク

（V）注意　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　夕一），IPEND

　PLOTサプルーチン内のファクターの：初期値は1』で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1．PRPLDBサプルーチンの仕様と追加’
ある。　・　　・　　　　　　’　　　　．’，　　　　　　　　　　．，

　2，5．　PLOT　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PRPLDBサブルコチンは漠字画像処理シスデムにお

（1）目的　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　いてOKITAC－・1500とOKITAC－4300間のデータ転送

現在標系における指定点への現在位置から直纏で動作　　　を行なう目的で開発されたサブルーチンである。今回グ

させる。この際，ペンのUP／DOWNの指定もおこなう。　　ラフィック・コントロール・システムのために棲能を追

｛mFORTRANコー’ 潟塔O・ジコケンス　　　　　　　　加したので説明する。

　　CALL　PLOT（X，　Y，　IPEN｝　　　　　　　　　　　3，　1．　PRPLDB　　　　　　　　　　　　　　’1

（11Dアーギュメント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）目的

　　X，Yl（実数型）現座標系におけるペン移動す　　　　OltlTAC－4500とOlqTAC－4300問をアダプターを

　　　　　　　　　　　　べき点の座標値（単位Cm）。　　　介してデータのやりとりをする。

　　1PEN：（鎧数型）　絶対値でペンの動作時におけ　　　（ID　FORTRAN・コーリング・シーケンス’

　　　　　　　　　　　　る状態を指定する回　，　　　　　　（イ）CALL　PRPLDB（IT，N，IW）　　　　・　‘、

　　　　　1〕ペンを現在の状態に保っ。　　　　　　　　　1ロ｝CALL　PRPLDB（IT，　NJW、　IR）

　　　　　2｝　ペンをDOWNする。　　　　　　　　　（III｝アーギュメント

　　　　　3）　ペンをUPする。　’　　』I　　　　　　　　IT　l転送するデータのタイプ

　符号で現座標系の原点移動を指定する。　　　　　　　　　　　　N：転送するデータのパイト数

　　　＋＝通常のCALL　－　　　　　　　　　　　　　　　　IW　l転送するデータの配列名

　　　　一＝ペンを（X，‘Y）点に移動した後，その点　　　　　IRIデータを受け取るエリアの配列名

　　　　　を新しく現座標系の原点とする。　　　　　　　転送するデータのタイプITは次のように定まってい

僻）捕助ルーチン　　　　　　　　　　　　』’　　　　　る。

　　CONECT，　PENUP，　PENDWII，　PLOT45　　　　　　　1：バイナリ・データ”（プリンタ／プロッタ出力）

（Ψ〕注慧　　　　　・　　・　　　、　　・　・　　　　　　　2；コントロール・コード・データ（プリンタ／プ

1・現座標系の原点は原始座標系PLOT可能範囲の任意　　　　　　　ロッタ・コントロール）

　　の位置が指定できる。　　・　　　　　　　　　　　　　　　3：キャラクタ・コード・データ（プリンタ／プ

2・特殊例として以下の3うの使用法があるが，それぞ　　　　　　　ロッタ出力）　　　　　　　　　　　　　　．

　　れPSTART，　GSTART，、VHERE，　FACTORで　　　　41漢字コード・データ｛プリンタ／プロッタ出力）

　　使用されるものでユーザ・プログラムでCALLし　　　　　1⑪：迩字コード・データを送り漢宇パター一ン・

　　てはならなし㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、データを受け取る

　｛イ｝X＝0』，．IPEN＝0　　現座漂系を設定する。　　　　　11：漢宇パターン・デー亨を送り漢宇パターン・

回X＝LO－PEN＝。　　　　，　　　　フプイルに登録
　　　　現座標系における現在のペンの位置をX，Yに　　　　’12：ET紙テープ・パンチ
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　・131グラフィック・ディスプレイWRITE＆パー　　　　OIくITAC－4300ディスクの固定パックから1セクタ

　　　　ド．コピー用ディスクSAVE　　　　　　　　　　（256ワード）分のデータをREADする。

　・14：ユ＿ティリティーLOAD＆〕UMP　　　　　　　　（II）　FORTRANコーリング・シーケンス

　・15：ディスクWRITE　　　　　　　　　　　　　　　　　CALL　PRPLDB（232・IW，　IR｝

　・16：NCC－85　WRITE　　　　　　　　　　　　　　　　｛IIDアーギュメント

　・23：ディスクREAD　　　　　　　　　　　　　　　　　IW：READすべきディスクのロジカル・アドレス

　・241NCG85　READ　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　が入っている配列名。

3．2．　追加分のコントロール・コードの説明　　　　　　　　　　　IW（1）ディスク・ロジカル・アドレス　　　1

3．2．1．・ET紙テープ・パンチU日　　　　　　　　　　　　　IR：ディスクからREADしたデータを入れる配列

（1）目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名。

OKITAC－4300　ET紙テープに出力する。　　　　　　　　　　　IR（1）～IR（256）　READされたデータが入る，

｛II）FORTRANコーリング・シーケンス　　　　　　　　　3．2．4．　ユーティリティLOAD＆』UMP（11｝

　　CALL　PRPLDB（12，　N，1、V）　　　　　　　　　　　　　　（1）目的

｛llDアーギュメント　　　　　　　　』　　　　　　　　　OKITAC－4300ディスクの固定パックに登録されて

　　　N：紙テープに出力するバイト数（桁数）　　　　　いるユーティリティールー一チンをLOADし・実行する・

　　　　　　1≦N≦4095　　　　　　　　　　　　　　　　　　（In　FORTRANコーリング・シーケンス

　　　lW：出力するデータが入っている配列名。　　　　　　　　CALL　PRPLDB｛14，2，　IW）

（N）注意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川）アーギュメント

　パイナリ．デ＿タとしてPUNCHするので，パリ　　　　　IW：ユーティリティ・プログラムの番号が入って

ティ等は出力以前に付加処理しなければならない。　　　　　　　　　いる配列名。

322．デ，スクWRITE　g　　　　　　IW（1）ニユーテ’・1，テ・ゴ゜グラム蹄

（n目的　　　　　　　’　　　（N）注意
OKITAC．430。デ，〃め齪パックに1セ〃　　現在，ユーテ・リテ・・プ・グラムは2つ登録されて

（256ワード）単位でデータをWRITEする。　　おり，・番と1番がある・幡は・ICITAC－43°°のIPL

（II）F。RTRAN，∋ルグ・シーケンス　　｛1・iti・I　P・・9・・m　L・ad）のときにL°ADされるもので

　　　CALL　PRPLDB｛15．51、U、V〕　　　机・KITAC－45・・からLOAD＆JUMPの齢を出

UIDアーギュメント　　　　　してはならな・・品はハード・ピー処理ルニチンであ
　　IVV、ディスクにWRITEするデータが入っているる．なおユーテ・1，テ・・プ・グラムは追加可li旨である・

　　　　　配列名。　　　　　　　　3．2．5．NCC－S5、VRITE（16｝

　IW〔1｝：ディスク・ロジカル・アドレス　　　　　　　　　（1）目的

　　　　　（500｛川～12BB（161）図一11参照。　　　　　　　　NCC－85にデータみ転送する。

　　　IW（2トIW（257）・WRITEするデータ。　　（II）FORTAN・一ルグ・シーケンス

（W）灘　　　　　　　　　　CALL　PRPLDB｛16・NI　IW）

キ㌶㌶∵1驚麗：琴鷲（Ill蒜蒜ll3。0への転送デー州臨

：二こ認匡漂三㌫二：顯　lll：慾鴛フ；三罐用｝．にc・

れる．また，アドレス・データ・エリア1まグラフ・ック・　　　　MMAND　WRITEデータ

ディスプ．中・ント・一ル・システム中で使芦穏しては　　　　左パ朴は未麟　　．．

ならない．　　　　　　　　IW②一IW（N－］〕＝DATA　WRnE

㌔的ディスクREAD｛23）　　（：1　霊43＿NC一データ転鋼
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に，IW｛］）の右パイトがCOMMANDWRITEされ，　IW　　　　〔4｝グラフィ・ンク・キーボード・リード

｛2〕～IW（N－1）のデータがDATA　WRITEされる・　　　　　　　コマンド・データ＝1W｛1），　IW（21、1、V（3），

　32．6．グラフィ・yク・ディスプレイWRITE＆　　IW（4）

　　　　ハードコピー用ディスクSAVE｛13）　　　　　　　IW（n：LR　キャラクタ2文宇

（1）目的　　　　　　　　　IIV｛2）i．Nバイナリで9KITAC－41°°カ；
　データをNCC－85に転送するとともに，ディスクに格　　　　　　　　　　　READするパイト数

納する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IW（3）lKT．．キャラクタ2文字’　・　1：，

（mFORTRANコーリング・シーケンス　　　　　　　　　　1、V〔4）：　　　　　　　　．　　　・　－

　　CALL　PRPLDB（13．514JW）　　　　　　　　　　　　　　　no、　ni　Ilo＝グラフィック・ディスプレ

日IDアーギュメント　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　・イに出力するキャラクタ数

　　　322．のディスクWRITEと同じ。　　　　　　　　　　　．．　　「ll’・、｛0～’7ピツトを使用）

UV）　i主意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　f設大・255　　　　　　　　　’　　　　1　　　　’

　ディスク・ロジカル・アドレスは，アドレス・データ　　　　　　　　　　　　ni＝キーボードより読み込むキ

エリアの440｛16｝～4FF｛1“をシーケンシャルに指定しな　　　　　　　　　　　　ヤラクタの数（8～15ビット

ければならず’ Cハード・コピー出力命令を出す前に図　　　　　　　　　．1　　を使用）

－8，図一9の処理を行なわなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　．．最大255，N＝ni

i．グラフィ。ク．デ，スプレイ用コマンド　”注意　、”　　．1　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N文字読み込み命令を出した場合、’RETURN　キーが

　グラフィック・，ディスプレイをコントロールするには　　押下されるとN文字読み込まなく・ても以降にSPACE

NCC－85　WRITE：コ♪16，及びNCC－85　READ2ηを使用す　　　がつめられてREADが終了する。

るがその転送・データの先頭に以下に説明するコマンド・　　　　FORTRANコ・一リングシーケンス

データをセットしなければならない。　　　　　　　　　　　　CALL　PRPLDB｛241　n，正W，　IE｝’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔5｝グラフィック・タブレットREAD

　ω　グラフィック・アドレス・データ　’　　　　　　　　　　コマンド・データ＝IW｛1），　IW（2｝，　IW〔3），’

　　　コマンド・データ　＝IW（1），1W（2）　　　　　　　　　　　　　IW｛4｝

　　　lW｛1〕：LT　キャラクタ2文宇　　　　　　　　　　　　IW日）：LR　キ」・ラクタ2文字

　　　IW｛2）l　An　キャラクタ］文字（0～7ピット）　　　　　IW｛2）1　4　ノ．cイナリで4を指定

　　　　　　　　n　プロット点の数（8～15ビットを　　　　　IW（3｝l　TT’キャラクタ2文宇：　’

　　　　　　　　　使用）最大128　　　　　’lwω：・ALキャラクタ蚊字
　②　グラフィック．キャラクタ．データ　　　　　　　　　　このコマンド・キャラクタは・“ダラフィックタブ

　　　コマンド・デ＿タ＝IW｛1），　IW〔2）　　　　　　　　レット4953型／495・1型取扱説明｛8々のP－11コマンド’

　　IW｛1）：LT　キャラクタ2文字　　　　　　　　　キャラクタのASCIIチャートを参照。

　　IW（2）；M，キャラ〃1持（0～7ピ。ト）　ここではシング・レ・ポ・イン噛定である6

　　　　　　　　n　キャラクタ数（8～15ピットを使　　　　FORTRANコーリング’シーケンス

　　　　　　　　　用）最大255　　　　　CALL　PRPLDB｛2・1・7・IW・IR）

　㈲　グラフィック・コントロ＿ル・コード・データ

　　　コマンド・データ＝IW（1），　IW（2〕　　　　　　　　　READされたデータの形式

　　IW（1｝：LTキャラ〃2文字　　　　　IR（1｝＝Yアドレス0≦Y≦1023×　
　　lW（2〕：　CI1　キャラクタ1文字（0～7ピット）　　　　　IR（2｝＝Xアドレス　0≦X≦1023×4

　　　　　　　　11　コントロ＿ル．コ＿ド放（8～15　　　　　ただしIR｛1）の0ピットはペン｛ll｛報である。

　　　　　　　　　ピ。ト鞭用｝　　　　　　　IR（2｝の0ピ・ト1よエラー†11｛報である・

　　　　　　　　　∫11大255　　　　　　　　　　　　　　　　　1R（Dの0ビット　0＝ペンUP
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　　　　　　　　　1＝ペンDOWN

IR（2）の0ピツト　0＝正常サンプリング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー

　　　　　　　　　1＝エラー

5．NCC－S5よηOKITAC－4300のコマンド

5．1．プログラムモード・パス入出力

λ力：DdnN：1NL

　　　D＝ディバイス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧・

　　　dn＝ディバイス番号

　　　NINL＝入力文字数又はSTOPコード

出力：Ddl1Nll　NLDI　D2D仁…・D帰

　　　D＝ディバイス

　　　dn＝ディバイス番号

　　　n｝lnL＝出力文字数又はSTOPコード

　　　DIDコ……D，、＝出力文宇列

注意　STOPコードはNLにセットする。この場合

　　　NIIは末使用。

，5．2：ディスク入出力

入力：Dd116｛『L

　　　Dニディパイス

　　　dn＝デバイス番号

　　　ψ｝部L＝ディスク　・ロジカル・アドレス

出力：DdnlhIIDIDゴ…・・D引2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　・　．　．

　　　D＝ディバイス

　　　dl1＝ディバイス番号　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　ε11在＝ディスク・ロジカル・アドレス

　　　Dl～D5口＝出カデータ列　　　　1

注意　ディスクの入出力パイト数は512パイト（256

　　．ワ・一ド）単位で行なう。

5．3．OKITAC－4500のR｛NCC－85　READ）コマン

　　　ドに対するWRITE

　　　WDIDコ……D刀

　　　W＝WRITE
　　　D：～D，、ニデーク列

注意　データ・パイト数はNCC－85　READコマンド

　　　の時に送られてぐる・。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・


